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1．はじめに 
 空気の主な成分は窒素や酸素、アルゴン、炭酸ガスである。

空気中に含まれる炭酸ガスは温室効果ガスの一種である。温

室効果ガスは地球大気の温度を上昇させる作用があり環境問

題の要因の一つであるが、炭酸ガスについては冷却用ドライ

アイスや消火器、炭酸飲料等、身近なものに有効に応用され

る事例もある。特に、炭酸水は生体に対しても作用を示し、

血管を拡張させ血流量を多くし、体の代謝を活発にすると言

われている[1]。 

 本研究室では、紫外吸収分光法を用いてオゾン水やプラズ

マ処理をした水の分析を行っている。先行研究では、オゾン

や酸素が水に溶解した時の吸光度スペクトルと、気相のガス

の吸光度スペクトルが異なることが分かってきた[2]。光を用

いた気相炭酸ガスの測定には、近赤外光レーザーを使用した

対流圏における炭酸ガスの濃度測定や紫外光の吸収分光測定

等が報告されている[3, 4]。しかし、紫外光を用いた溶存炭酸

ガスの吸光度スペクトルに関する報告については、筆者が調

べた限りでは確認できていない。そこで本研究では、紫外吸

収分光法を用いて溶存炭酸ガスの吸光度スペクトルを測定し

て、気相炭酸ガスの吸光度スペクトルと比較した。 

2. 実験方法 
 紫外可視分光光度計（日立ハイテク U-3900）を用いて、炭

酸ガスの気相と溶存の吸光度測定を行った。 

 気相における炭酸ガス測定のガス供給装置の概略図を図

1(a)に示す。石英ガスセルを用いて気相の炭酸ガスの吸光度ス

ペクトルを測定した。測定波長は 190-400nm とした。空気を

ベースラインとした。空気中の酸素割合は約 19％であり、測

定する波長域ではこの酸素の吸収を持つため、窒素を流して

ガス置換を行った。窒素は不活性気体で 190-400nm の波長域

では吸収を持たないため、ガス置換に用いた。流量 500sccm

で 5 分間窒素を流し、酸素が排除されているか測定し続けな

がら確認をした。石英ガスセル内が窒素で満たされてから、

炭酸ガスを 5 分間流して測定を行った。気相炭酸ガスの吸光

度スペクトルは窒素パージ後の透過率と炭酸ガスを流したと

きの透過率から算出した。 

 溶存炭酸ガス測定のガス供給装置の概略図を図 1(b)に示す。

脱イオン化水に含まれる溶存酸素を排除するため、脱イオン

化水の水面上を窒素で満たし、水面上の酸素分圧を下げるこ

とで溶存酸素を追い出した。窒素パージ後、炭酸ガスを水面

上に吹き付ける溶解方法で溶存炭酸ガスの吸光度スペクトル

を測定した。測定波長は 190-340nm とした。窒素パージ後は

60 分間炭酸ガスを流し、2 分ごとに繰り返し測定した。窒素

と炭酸ガスの流量条件は 300sccm で行った。窒素パージ後の

透過率と炭酸ガスを流した時の透過率を用いて溶存炭酸ガス

の吸光度スペクトルを算出した。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

3．実験結果と考察 
 気相炭酸ガスの吸光度スペクトルを図 2 に示す。気相炭酸

ガスの吸光度スペクトルは 270nm付近から僅かに吸収が見ら

れ、210nm 付近から急激に吸収が増えた。また、190-400nm の

波長域では特徴的なピークはなかった。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 溶存炭酸ガス（流量 300sccm）の吸光度スペクトルを図 3 に

示す。310nm 付近から吸収が増え、特に 190-200nm の波長域

で吸収が大きくなった。時間経過とともに吸光度は増大した。

195nm、215nm、250nm 付近に特徴的なピークが現れた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

気相炭酸ガスと溶存炭酸ガスの吸光度スペクトル形状が大

きく異なる結果となった理由について考察する。炭酸ガスが

脱イオン化水に溶解することで炭酸水素イオン(HCO₃⁻)発生

による吸収も影響していると考えられる。 

4．まとめ 
 紫外吸収分光法により、炭酸ガスの気相と溶存の吸光度ス

ペクトルを測定した。気相と溶存で比較すると吸収を持つ波

長域と吸光度スペクトルの形状が異なった。 
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図 1 炭酸ガスの紫外吸収分光測定方法 

図 2 気相炭酸ガスの吸光度スペクトル 

 

図 3 溶存炭酸ガス（流量 300sccm）の吸光度スペクトル 
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